








































































































































































ポ ー ト・セ ン
ター事業
３９８,３５９
陸上競技場の第２種公認の再認定を目指し，メインスタンド，フィー
ルド・トラックの改修工事を実施する（平成２９年度から平成３１年度
までの３か年）。
⑧陸上競技場改修
事業
※DMO：Destination Marketing/Management Organization
※徳島市平成３０年度当初予算https://www.city.tokushima.tokushima.jp/shisei/zaisei/yosan/yosan_jokyou/2020/gaiyou2.
　files/shisakugaiyou.pdf　２０２０年１月１６日確認　より抜粋，再整理したものである）
－２５－
中学校社会科における政策評価による授業の構想と展開　－－中学校第３学年「徳島市の将来から市の事業を見つめ直してみよう！」の場合－－
物を黒板に貼るよう工夫した。
　事業仕分け活動の際，重視する視点である「４象限の
軸」をしっかりと踏まえて判断できるよう「まとめワー
クシート」については，必要・不要を判断した理由を書
く前に再度考えさせるようにするなど，それぞれの項目
の順序を考慮しながら作成した。
　１１月から７回ほど模擬授業を行った。模擬授業では，
他の院生にも参観を依頼し，意見をもらいながら授業改
善を行った。計画した授業がスムーズに実践できるよう，
学習環境や授業計画の点での工夫点や注意点を明確とし
たことが，スムーズな実践へと結びついた要因の１つと
いえる。 （陶久　円花）
Ⅲ．単元「徳島市の将来から市の事業を見つめ直
してみよう！」の実際
１．授業計画
○単元名
　徳島市の将来から市の事業を見つめ直してみよう！ 
○時期
　平成３０年１２月１２・１３日（水・木）
　平成３０年１２月１４日（金）
○対象
　鳴門教育大学附属中学校第３学年
○単元の概要
　本単元は，徳島市の政策についての調べ学習を事前に
行い，調べたことをもとにした授業として構成している。
本実践では，秋休み課題が本単元を構成する調べ学習に
位置づく。
　まず，第１次では，各自で調べ学習してきた内容の共
有及び班ごとで徳島市の事業の事業仕分けを行う。
　第２次では，各事業の予算の使い方や財政が果たす役
割に着目し，事業の要否を考える際には長期的な視野も
必要であるということを理解した上で，８つの事業を個
人で事業仕分けする。事業仕分けは，個人で考えて行う
１回目，ペアでの意見交換などをもとに再度個人で考え
て行う２回目の計２回を行う。
　徳島市が行う事業の有用性や効率性に着目し，それら
の要否や予算規模について思考・判断・表現する活動
（事業仕分け）を行い，徳島市が行う事業が果たす役割
と財政の仕組み，財政と生徒自身の生活との関わりにつ
いて考えることができることを目指す。 （門出　有芳葉）
○第１次
【目標】
　徳島市が行う事業の概要を踏まえ，それらの事業の有
用性・効率性などの観点から，事業の要否や予算規模に
ついて，自分なりの判断を表現することができる。
 
写真１．授業検討の様子
評　　価指導上の留意点学習活動環境・資料時間
○　本時の活動に先立ち，生徒に取り組ませ
た調べ学習の内容について，各班で共有さ
せる。
〇　秋休み課題で行った調べ学習の内容を
班（８班）で共有し，事業の概要をまとめ
る。
調べ学習WS
（返却）
班活動WS
事
前
学
習
○　取り上げた事業につ
いての有用性・効率性
などを踏まえ，その要
否や予算規模について
判断し表現することが
できる。
　【思考・判断・表現】
　〈机間指導〉
○　事業仕分けのルールについて説明する。
○　机間指導により活動が円滑に行われて
いるか巡視・指導する。
○　「徳島市の将来を考える上で重視する視
点」を板書し，各班が担当する事業の位置
付けを全体に示す。
○　各班の仕分け結果に対する賛否とその
理由をふりかえりWSに記入させる。
１　事業仕分けの活動内容について説明を
聞く。
２　班ごとに事業仕分けの活動を実践する。
３　班ごとに事業仕分けの結果を発表する。
また他の班の仕分け結果に対する賛否と
理由をまとめる（２班分）。
活動説明
（パワーポイント）
班活動WS　
班活動WS
ふりかえりWS
班の割振り説明
（パワーポイント）
５分
１５分
３０分
【指導計画】
－２６－
山根　　拓，門出有芳葉，陶久　円花，井上　奈穂，麻生　多聞，青葉　暢子
〇第２次
【目標】
　徳島市が行う各事業の特質と財政の仕組みの理解を踏
まえ，財政と自分の生活との関わりについて自分なりの
考えを表現することができる。
【指導計画】 
２．視聴覚教材の内容
　本授業では視聴覚教材を活用している。中心となるの
が，「事業を捉える枠組み」である。これを模造紙やパワー
ポイントを用いて，常に生徒の見える位置に提示した。
ここでは，各事業の財政上の特徴などをより深く理解さ
せ，意見を位置づけながら，他者の意見，自身の意見の
違いを把握するためのツールとして活用することを想定
している。 
評　　価指導上の留意点学習活動環境・資料時間
○　重視する視点を考え，
その要否を判断し，仕
分け結果とその理由に
ついて，考えをまとめ，
表現することができる。
　【思考・判断・表現】
　〈発言・WS〉
○　授業者が前時の活動の振り返りを行う。
○　各事業がもたらす財政的効果について，
建物重視と制度重視各々の事業への予算
の使い方に着目させ，長期的視点も踏まえ
る必要があることを理解させる。
○　中央政府だけではなく徳島市も財政が
果たす役割を踏まえた活動を行っている
ということを理解させる。
○　国の支援や借金に依存している現状か
ら，実施する事業には優先順位をつけるこ
とが大切であることに気付かせる。
１　前時の振り返りをする。めあてを確認す
る。
２　財政の役割を考えるためには，予算の使
い方について長期的な視点も必要だとい
うことを確認する。
　　とくしま動物園リニューアル事業に，民
間企業ではなく徳島市が予算を拠出して
いる理由を考える。
３　徳島市の平成３０年度当初予算の歳入の
内訳を見て，多くを依存財源に頼っている
現状を確認する。
　　前時で扱った事業について，各事業の実
施が決まる前の段階での要否を判断する。
その際，「徳島市の将来を考える上で重視
する視点」を使ってその理由を考える。
　　ペアで意見を交換し合い，生徒個人が模
造紙にネームプレートを貼る。
　　個人の事業仕分けの結果とその理由を
発表する。
　　その後，最終判断を行う。
４　徳島市の目指すまちの将来像を確認す
る。
　　自分の生活と財政との関わりを見つめ
直すことなど，学習のまとめを聞く。
ふりかえりWS
（返却）
まとめWS
ホワイトボード
以下パワーポイン
ト
・前時の班活動で
確認した各事業
が重視する視点
・各事業の当初予
算
・事業の代表的写
真（２枚）
・とくしま動物園
リニューアル事
業の発問など
まとめWS
模造紙
（４象限の軸）
ネームプレート
以下パワーポイン
ト
・当初予算のグラ
フ
・意見発表の説明
・徳島市の将来像
２分
１８分
２７分
３分
⑴　事業を捉える枠組み
　「事業を捉える枠組み」は生徒が事業の要否について検
討する際の指標である。縦軸には「県外者向けの事業」，
「市民向けの事業」，横軸には「建物重視の事業」，「制度
重視の事業」を設定し，２つの軸から導かれる４つの象
限が示されている。授業における判断は，この「事業を
捉える枠組み」に位置づけることによって共有すること
になる。
⑵　パワーポイント
　⑴や事業内容の理解を助けるために，パワーポイント
のアニメーション機能を活用した。学習活動の順序を簡
潔に示すことで，学習の進行状況を生徒が常に確認する
ことが期待できるからである。
　パワーポイントのスライドでは，まず，８つの事業に
ついて代表例の写真を示した。これにより，自身の班が 担当しなかった事業であっても生徒全員がその具体を共
図１．事業を捉える枠組み
－２７－
中学校社会科における政策評価による授業の構想と展開　－－中学校第３学年「徳島市の将来から市の事業を見つめ直してみよう！」の場合－－
有することが期待されるからである。
　次に，徳島市の平成３０年度の当初予算の歳入の内訳を
示した。これにより，歳入の半分以上を依存財源に頼っ
ている現状を知ることで，限られた予算でどんな事業を
行うべきか吟味していく必要性に気づくことが期待でき
るからである。
　最後に，徳島市が目指すまちの将来像を示した。徳島
市のマスコットである「トクシー」を入れるなどするこ
とで，身近さを引き出すと共に，「自分にとって住みやす
いまちとはどんなまちか」，「自分の住む市町村をどんな
まちにしたいか」など自分の生活と財政との関わりを見
つめ直すことができるようにした。 
Ⅳ．授業の実際
　事前学習及び第１次については，こちらで計画したも
のを連携校の髙﨑先生にご実施いただいた。
⑴　第０次
　事前の調べ学習を９月の秋休みの宿題として設定した。
以下は，生徒に配布した調べ学習の形式を示したワーク
シートである。
　本番の授業で取り上げる８つの事業について，グルー
プごとに分担を決め，調べるように指示した２）。参考と
して，徳島市の予算についてのホームページのURLを示
し，事業についての最低限の情報は保障できるような構
成とした３）。
⑵　第１次
　１．授業の流れ
　まず，本時の学習課題と活動内容の流れを確認した。
その後，生徒が各自で行った調べ学習の内容について，
班で共有し合いまとめるといった情報共有の活動を行っ
た。その際，いくつかの資料を追加し（徳島市の観光ガ
イドブック等），それらも適宜参照するよう指示した。
　この活動では，各自で「調べ学習ワークシート」にま
とめてきた内容をもとに，班で担当する徳島市の事業の
目的，内容，効果について，「班活動ワークシート」（以
下，「ワークシート②」）を用いて整理するよう，指示し
た。
　情報の共有と共に，「事業を捉える枠組み」に，調べた
事業を位置づけるよう指示した。「事業を捉える枠組み」
では，「県内／市民向けの事業」，「制度／建物重視の事業」
の２つの観点から，事業の特徴を４つの象限で位置づけ
ることで捉えさせることを意図したものである。
　次に，展開部では，各班が担当する事業について仕分
け活動を行った。この活動では，事業仕分け（選択肢と
して，強化／維持／縮減／廃止の４つを提示）とその理
スライド１．「事業を捉える枠組み」の説明資料
スライド２．徳島市平成３０年度当初予算の説明資料
スライド３．「徳島市の目指すまちの将来像」の説明資料
（門出　有芳葉）
ワークシート①：調べ学習の形式
－２８－
山根　　拓，門出有芳葉，陶久　円花，井上　奈穂，麻生　多聞，青葉　暢子
由，その事業に充てる予算額について，班で意見をまと
め，ワークシートへと書き込むよう指示した。
　終結部では，各班が事業仕分けの結果を発表した。発
表を通して，各班の判断を共有するとともに，生徒個人
も判断するよう，「ふりかえりワークシート」（以下，ワー
クシート③）を配布した。
　生徒には，発表される事業について，「事業を捉える枠
組み」に基づき，個人の考えとして位置づけるよう指示
した。すべての班の発表の後，本時を踏まえた第２次の
授業を鳴門教育大学の院生が行う旨を伝え，授業を終え
た。
　２．事業仕分けの結果の概要
　第１次では，授業の概要を理解し，簡単な仕分け作業
をするとともに，それぞれの事業の特徴を「事業を捉え
る枠組み」に位置づけさせた。以下は，発表を通して出
てきた，各事業の特徴を位置づけたものである。
　それぞれの実践では概ね共通して，「④　とくしま動物
園リニューアル事業」と「⑧　陸上競技場改修事業」を「建
物重視の事業」かつ「市民向けの事業」と位置付けてい
た。また「①　インバウンド誘客事業」と「②　観光客
誘致対策事業」を「制度重視の事業」かつ「県外者向け
の事業」として，「⑦　ファミリー・サポート・センター
事業」を「制度重視の事業」かつ「市民向けの事業」と
判断していた。
　これに対し，残り３事業については判断が異なる学級
もあった。例えば，「③　阿波おどり等宿泊対策事業」は，
「制度重視の事業」である点で各学級の担当班ともに共
通したが，「市民向けの事業」であると判断した学級も
あった。また「⑤　中心商店街等活性化支援事業」は，
「市民向けの事業」である点で概ね共通したが「建物重
視の事業」であると判断した学級もあった。
　３．授業の流れ
　第２次の導入部では，まず，前時で使用した「ふりか
えりワークシート」を参照しながら，活動を振り返り，
学習課題「地方財政と私たちの生活との関わりについて
考えてみよう」を確認した。次に，各班が担当する事業
について，「事業を捉える枠組み」に位置づけたものを確
認した。次に，「８つの事業のなかで予算がかかっている
のはどれだと思うか」と生徒に予想させた。そして，８
つの事業ごとの当初予算額を生徒に提示し，予算額の多
寡，特に２つの「建物重視の事業」（「④　とくしま動物
園リニューアル事業」と「⑧　陸上競技場改修事業」）の
予算額が，他の事業よりも多いことに注目させた。
　その上で，「建物重視の事業」として「⑧　陸上競技場
改修事業」を，「制度重視の事業」として「③　阿波おど
ワークシート②：班活動ワークシート
ワークシート③：振り返りワークシート（記述例）
スライド４．事業を捉える枠組み（第１次の結果）
－２９－
中学校社会科における政策評価による授業の構想と展開　－－中学校第３学年「徳島市の将来から市の事業を見つめ直してみよう！」の場合－－
り等宿泊対策事業」を代表例として取り上げ，事業の性
質や予算の使い方には違いがあることを考えさせた。こ
の活動では，「陸上競技場改修事業は，これからも毎年多
くの予算がかかるものなのだろうか」，「阿波おどり等宿
泊対策事業は，陸上競技場改修事業と同じように今年度
だけ予算がかかるものなのだろうか」と授業者が問いか
けた。前者の問いに対して生徒は，「維持費は毎年かかる
ものだが，今年度の改修事業ほど多くの予算はかからな
い」，後者には「毎年少しずつ予算がかかる」等と答えた。
　これらを踏まえ授業者は，「建物重視の事業」は「始め
に予算はかかるが，建物は長く使える」こと，他方で
「制度重視の事業」は「毎年予算をかけて，市民に利益
のあるサービスを提供し続けている」ことを提示した。
この活動で生徒は，「財政の役割を踏まえると，長期的な
視点を踏まえた予算の使い方も必要である」ことを確認
した。
　展開部は，大きく２つの活動を授業者２名がそれぞれ
担当した。前半は，授業者が提示した「とくしま動物園
リニューアル事業に，民間企業ではなく，徳島市がお金
を出すのはなぜだろう」という問いについて，まずは生
徒自身，そして班で考えた。そのうえで，各班で意見を
整理し，ホワイトボードに書き込むという活動を行った。
活動にあたり，後半担当の授業者と板書担当者が，本時
で生徒個人が使用する「まとめワークシート」を配布し
た。授業者は，この問いについて自分自身で考えワーク
シートに記入するよう指示した。 
　続いて，生徒の活動状況を見つつ，机を班の隊形に移
動させ，班活動に移らせた。班での議論は，代表者に渡
したホワイトボードに整理するよう指示し，まとまり次
第黒板に掲示するよう指示した。
　班活動の結果，概ね，徳島市や徳島市民の立場から
「とくしま動物園は徳島市が経営している施設（市営）
だから」，「観光客の増加など，徳島市（徳島市民）にとっ
て利益のある事業だから」とする意見や，民間企業の立
場から「事業に必要なお金が民間企業には不足している
から」，「民間企業には儲けが少ない事業だから」とする
意見等が見られた。
　授業者は，各班が提示した意見を集約し，地方公共団
体が公共財を提供するのは，「民間企業は，事業に必要な
お金を十分に集められないし，儲け（利潤）を優先する
ため，儲からない事業は行わない。それに対して地方公
共団体である徳島市は，事業に対して儲けではなく，市
民に利益となる事業にお金をかけようと考えているか
ら」と解説し，なぜ，徳島市が「とくしま動物園リニュー
アル事業」に予算を拠出しているのか，その目的を生徒
に提示した。
　次に，展開部の後半では，事業の実施が決まる前段階
であるという設定を確認したうえで，８つの事業の要否
を生徒個人で判断するという活動を行った。活動にあたワークシート④：まとめワークシート
写真２．第２次の様子（授業前半）
写真３．第２次の様子（机間指導）
－３０－
山根　　拓，門出有芳葉，陶久　円花，井上　奈穂，麻生　多聞，青葉　暢子
り授業者は，まず，徳島市の歳入の内訳を示す円グラフ
をパワーポイントで提示した。生徒は提示資料を参照し
つつ，地方財政がその多くを依存財源に頼っている現状
を確認した。その際，公民的分野における既習事項の復
習も行った。次の活動として，「①　８つの事業の全てに
ついて事業仕分けを行うこと」，「②　事業仕分けの１回
目として，まずは個人で考えること」，「③　座席の隣同
士（ペア）で事業仕分けの結果について話し合うこと」，
「④　２回目として，個人で最終判断を行うこと」を生
徒に説明した。
　生徒が「③座席の隣同士（ペア）で事業仕分けの結果
について話し合うこと」を終えたことを確認し，「④　２
回目として，個人で最終判断を行うこと」に移った。最
終判断は，自身が重視する点を「事業を捉える枠組み」
に位置づけるよう，指示した。
　生徒が円滑に教室を移動できるよう適宜誘導した。授
業者は生徒が重視する視点の分布や傾向をもとに，生徒
１〜２名を指名し，「①重視する視点をその箇所に置いた
理由」，「②　事業仕分けの結果」，「③　必要か不要かを
判断した理由」について生徒に発表させた。なお，当初
予定していた２回目の事業仕分け活動については，授業
時間の制約から，授業者の判断により，各学級とも宿題
として生徒に課すように変更して対応した。
　終結部では，パワーポイントを用いて，徳島市の目指
すまちの将来像を確認し，生徒自身の生活と自分が暮ら
す市町村の財政との関わりを見つめ直すことの大切さな
ど学習を総括して授業を終えた。 （山根　拓）
Ⅴ．子どもの到達度の分析と実践の振り返り
⑴　到達度の分析
　授業を受けた子ども１５９人は，どれくらいねらいに到
達しただろうか。第２次の終結部では，「８つの事業の実
施が決まる前の段階で，事業が必要かどうか判断してみ
よう。徳島市をより良いまちにするために，あなたが重
視する視点を考えて，必要／不要を判断した理由を書き
込みましょう」と指示し，ワークシートに記入させた。
この問いに対する記述について，４つの評価規準から５
段階に分類し，評価した。以下，評価規準とその段階及
び生徒の学習の到達度を整理したものである。
　図２は授業を受けた生徒１５９人の学習の到達度を整理
したものである。まず，評価５（７.９％）に位置づく生徒
は，「事業を捉える枠組み」や事業の名称など学習した内
容を踏まえ，徳島市に関する課題意識と自分の意見を関
連付け，具体性をもって記述している。
　評価４（２０.０％）に位置づく生徒は，「建物重視の事業
を先に行うことで，依存財源を少しずつ解消できると思
写真４．第２次の様子（生徒の判断）
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図２．子どもの学習の到達度（山根作成）
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うから」，「観光客を呼び込まないと経済が潤わない。動
物園をリニューアルしてもそこまで効果がないと考え，
リニューアル事業を廃止し，他の事業に予算を回す方が
いいと考えたから」というように，学習内容を踏まえ，
具体性をもって，徳島市に関する課題意識に加え，自分
の意見を記述している。
　評価３（２６.４％）に位置づく生徒は，「住み続けたいと
いうのを望むのなら，市民重視だと思う。市民は，今あ
るもののリニューアルなどよりも新しいものの方が好む
と思ったから」というように，学習内容を踏まえ，具体
性をもって記述している。しかし，評価４に至らないの
は，徳島市に関する課題意識もしくは，または自分の意
見のどちらかの記述にとどまっているからである。
　評価２（３２.１％）に位置づく生徒は，「県外者のことも
考えた方がいいと思ったから」，「建物をつくっても人が
来ないから意味がない」というように，学習内容を踏ま
えて記述されているが，具体性や徳島市に関する課題意
識がなく，自分の意見について主観的な記述に留まって
いるものである。また，評価１は「課題に答えていない」
記述である。今回は該当するものはなかった。
 （門出　有芳葉）
⑵　本授業の振り返り
　前述した⑴より，本授業における生徒の学習の到達度
は，評価２の生徒の割合が最も高く，次いで評価３が高
くなっている。評価２の生徒の記述が主観的なものに留
まっていた一因としては，生徒個人が行う事業仕分けの
活動の際に，根拠を示して理由を記述するよう，授業者
が具体的に指示していなかったことが挙げられる。
　評価３の生徒の記述のうち，「徳島市に関する課題意
識」が読み取れなかったものが散見された。このような
記述が出てきた要因として，２つ挙げられる。１つは，
「徳島市の平成３０年度当初予算の説明資料」や「「徳島
市の目指すまちの将来像」の説明資料」の提示の際，自
分自身の問題として考えるといった主体的な課題解決の
姿勢を促す声掛けが不十分であった点である。２つ目は，
第２次の終結部において，自分の住んでいる市や町の財
政と，自分の生活とのかかわりを見つめ直す契機とする
よう教示したものの，生徒が普段生活している地方公共
団体の財政と，自分の生活との関わりについて，十分に
扱わなかった点である。資料の配布にとどまらず，声掛
けや意識付けなどを授業構成の中にもっと取り込む必要
があったといえよう。
　また，授業実践上の課題としては，時間不足のため，
生徒個人が２回目の事業仕分けを実施したり意見を交換
したりする機会が確保できなかったことが挙げられる。
今回は，附属中学校の髙﨑先生のご協力により，実践後
の課題とすることができた。今後は時間配分への配慮も
忘れないようにしたい。
　これらの問題の改善を今後の課題としたい。
 （陶久　円花）
Ⅵ．おわりに
　本研究においては，これまでに行われている地方自治
や地方財政に関する学習が，単に政治や財政の仕組みに
ついて必要な知識を習得させるに留まり，具体的に地方
公共団体の財政が市民の生活とどのように関わるのか，
という実感がもてるものになっていないという問題意識
のもと，授業開発・実践を行ってきた。本研究の成果は
以下の２点であると考えられる。
　まず１点目は，地方財政が自分たちの生活と関わって
いるという実感を持たせるため，具体的な事例として徳
島市の８つの事業を取り上げた点である。実際に行われ
ている地方公共団体の事業を取り扱うことで，身近な生
活と密接に関わるという実感を持たせることを可能にし
た。
　次に２点目は，生徒が事業の要否について検討する際
の指標として「事業を捉える枠組み」を用い，各事業の
特徴を具現化し，比較可能にした点である。「事業を捉え
る枠組み」は，生徒が事業仕分けをする際の判断材料と
して有効に機能していたといえる。
　一方，本研究の課題としては，生徒の最終的な成果物
から授業内容を十分に踏まえず，主観的な判断理由に留
まっている記述が見られた点が挙げられる。地方財政の
問題点と地方公共団体が将来目指すべき姿について学ん
だ後，その内容を生徒個人の活動に還元させる工夫をし
ていくことが今後求められるだろう。
　以上の成果，課題を踏まえ，今後も中学校社会科で行
う概念学習の授業開発・実践を行っていきたい。
 （山根　拓）
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